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麗
勤
過
程
の
乗
数
骨
折

第
六
十
八
巻

四

第
一
二
了
=
一
腕

六
回

費

動

過

程

の

乗

数

分

析

市

村

民

序

ケ
イ
シ
ズ
に
止
っ
て
乗
数
理
論
い
か
所
得
決
定
理
論
。
中
心
に
持
込
ま
れ
て
以
味
、
そ
白
理
論
に
つ
い
て
は
多
く
白
討
論
と
彫
琢
が

加
克
ら
れ
て
来
た
。
「
一
般
理
論
」
に
於
け
る
ケ
イ
ン
ズ
自
身
白
絞
越
に
は
若
干
D
混
飢
が
見
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
彼
自
身
の
立
場

は
乗
数
現
論
を
時
間
的
遅
れ
な
く
し
て
安
歯
す
る
理
論
と
し
て
把
歯
す
る
事
に
あ
っ
た
と
言
ワ
て
主
い
で
あ
る
う
。
然
し
友
が
ら
そ

白
後
多
く
の
悪
者
に
よ
っ
て
指
摘
せ
ら
れ
た
如
く
、
乗
数
理
論
は
あ
く
迄
国
民
経
梼
内
部
心
成
愛
動
に
肺
門
え
ら
れ
た
街
撃
が
、
そ
白

愛
数
を
白
か
ら
の
一
構
成
要
素
と
す
る
他
の
鑓
数
に
如
何
に
波
及
す
る
か
を
明
か
K
す
る
理
論
で
あ
り
、
従
っ
て
そ
白
波
及
に
は
そ

れ
忙
相
臨
す
る
時
聞
を
要
す
る
筈
で
あ
一
っ
た
。
と
の
様
に
一
来
数
理
論
を
波
及
過
程
白
分
析
刷
共
と
し
て
話
用
す
る
立
場
は
、
殊
に
最

近
主
主
っ
て
、
園
民
所
得
決
算
理
論
・
雇
傭
理
論
・
外
図
貿
易
論
、
吏
に
は
財
政
政
策
白
抜
呆
白
分
析
等
に
於
い
て
多
く
白
優
れ
た

成
果
を
獲
得
す
る
に
至
っ
た
。

然
し
私
が
本
稿
に
於
い

τ考
察
す
る
む
は
、

と
れ
等
特
定
分
野
に
於
け
る
乗
数
理
論
を
更
に
立
入
っ
て
考
究
す
る
事
で
は
友
く
、

衆
数
理
論
陀
於
い
て
陽
表
的
陰
伏
的
に
孤
定
せ
ら
れ
て
い
る
若
干
白
基
礎
的
前
提
を
吟
味
し
、
而
し
て
を
の
理
論
が
動
態
分
析
白
用



具
と
し
て
持
つ
技
能
と
そ
の
限
界
佐
明
ら
か
な
ら
し
め
る
と
共
に
、
所
得
乗
数
・
雇
傭
乗
数
・
イ
ン
フ
レ
過
程
の
乗
数
等
白
聞
に
在

す
る
一
一
脚
色
関
係
主
明
白
に
す
る
事
に
あ
る
Q

こ
の
様
な
乗
数
理
論
の
廿
拡
礎
的
諮
問
題
は
、
若
干
の
見
下
者
例
え
ば
グ
ッ
ド
ウ
イ
シ
、

ス
ミ
シ

1
ズ
等
に
於
い
℃
、

必
ナ
し
も
十
分
に
現
制
附
さ
れ
て
い
る
と
は
云
い
符
な
い
。
そ
れ
等
に
づ
い
て
は
夫
々
泊
首
な
る
個
所
に

於
い
て
筒
卑
K
指
摘
し
た
。

専
ら
基
礎
的
問
題
に
考
察
を
限
定
す
る
た
め
、
政
府
財
政
及
び
外
閤
貿
易
に
枠
う
一
切
白
線
緋
な
事
象
は
度
外
視
さ
れ
ざ
る
を
得

な
い
。
従
っ
て
木
精
白
封
象
と
す
る
材
班
梼
シ
ス
テ
ム
は
、
民
間
白
家
計
及
び
企
業
白
み
に
土
っ
て
構
成
さ
れ
た
封
鎖
的
闘
民
経
済
で

あ
る
。
〔
附
記
〕
本
稿
は
咋
刊
以
車
、
谷
口
昇
、
鎌
倉
鼻
山
南
兄
と
の
共
同
研
究
「
園
民
所
得
研
究
」
由
一
副
産
物
で
あ
る
。
南
兄
由
貿
草
な
御
示
唆
に
釘

し
深
謝
の
意
を
表
ず
る
。
又
森
嶋
抱
去
関
学
兄
は
原
稿
り
ま
ま
一
説
的
上
有
用
な
出
官
号
奥
え
ら
れ
た
厚
〈
感
謝
の
意
を
表
ナ
る
。

基

礎

的

諮

前

提

先
十
以
下
に
用
い
る
記
披
を
次
白
如
く
定
め
よ
う
。
右
下
の
添
数
は
何
れ
も
各
数
値
が
関
係
す
る
期
間
を
一
示
す
。
し
♂
川
諮
剖
柑
・

剛
、
鮎
川
川
直
泊
四
司
お
古

門
川
市
州
議
雌
・

ip
川
治
域
・

明司

hm玲
諜
跡
捨
脳
相
也
九
点
目
制
諒
剛
w

』
口
鴨
川
神
獄
絵
同
謹
掛
回
同
民
主
謹

定
義
に
よ
り
明
か
左
如
く

し
門
崎
川
♂
+
L
P

(

同

)

師、鴨川署
Y
N
M
『

h
+
b
"

で
あ
る
。
今
と

Dω
に
於
い
て
総
需
要
を
構
成
す
る
仏
及
び
乙
は
夫
々
決
意
と
し
て
白
消
費
額
及
び
投
資
額
で
あ
る
が
、

(

回

)

t
D
q
及

費
動
過
程
の
乗
数
分
析

第
六
十
八
巻

六
五

第
一
・
一
了
三
貌

~ ，、
王



艶
動
温
種
目
乗
数
分
析

第
六
十
八
巻

，、
J、

第
「
ニ
一
・
一
ニ
一
揖

ム，、
プミ

び
7

ん
が

t
期
D
債
格
水
準
。
如
何
に
拘
わ
ら
骨
、
必
宇
そ
れ
丈
白
金
額
が
支
出
せ
ら
れ
る
も
白
と
前
提
し
よ
う
。
(
前
提
む
そ
の

様
反
場
合
に
は
、
と
の
瓦
が
企
業
白
生
産
す
る
闘
は
品
産
川
物
D
供
給
と
市
場
に
於
い
亡
出
曾
う
事
に
よ
う
て
必
宇
同
額
白
取
引
が
成

立
し
、
細
需
要
額
H

綿
貫
上
額
と
な
る
で
あ
ら
う
。
と
の
時
企
業
の
利
潤
は

b
l岡
崎
朝
、

NH

{

臼

)

と
し
て
算
定
さ
れ
る
も
の
と
前
提
し
よ
う
。
(
前
提
Y
U
而
し
て
吏
に
と
の
ム
が
労
銀
額

ヨ

J
H
と
共
に
同
一
期
末
に
家
計
に
手
渡

さ
れ
ろ
も
白
正
前
提
し
上
う
。
(
前
提
百
血
)
然
る
時
は

ωω
及
び

ωよ
り

回、他山町署
JH『
uiT句
、
日
川
司
、
」
F
I
T旬、
l
司
b
J
Uし
F
H
D
+』口

(

品

)

と
い
う
闘
係
が
成
立
す
る
。
と
の
方
程
式
が
乗
数
理
論
白
刊
時
国
鮪
と
な
る
方
程
式
に
外
な
ら
念
い
。
吾
々
は
こ
れ
を
「
乗
数
理
論
白

基
本
方
程
式
」
主
呼
ぼ
う
。
ゅ
は
前
提

I
E
E
が
承
認
さ
れ
る
時
初
め
て
成
立
す
る
閥
係
な
る
事
が
注
意
さ
れ
怠
け
れ
ば
な
ら
な
い
円
。

考
察
を
簡
単
た
ら
し
め
る
た
め
、
最
初
四
期
間
卸
ち
第
0
期
以
前
に
於
い
て
は
、
問
題
と
す
る
粧
憐
シ
ス
テ
ム
は
純
然
た
る
静
揺

に
あ
う
た
も
白
と
想
定
し
よ
う
。
従
ワ
て
剛
、
J
I
R
W
奇
跡

1

3
、
同

ω
1
h
Q〉
C
)

で
あ
る
。
今
と
の
一
定
住
を
示
す
た
め
上
に

パ
ー
を
附
せ
ば
、
第
0
期
以
前
む
値
は
す
べ
て

H
l
q
+』
ー
で
あ
る
。

き
て
、
各
家
計
の
所
得
は
毎
日
毎
日
連
続
し
て
受
取
ら
れ
る
白
で
は
な
い
。
週
給
月
給
等
の
如
〈
或
期
間
を
置
い
て
間
欲
的
に
白

み
受
取
ら
れ
、
市
し
て
各
家
計
は
そ
れ
に
膝
じ
て
次
白
受
取
日
迄
に
そ
白
所
得
の
大
部
分
を
消
費
し
、
残
部
を
節
約
す
る
で
あ
ろ
う
。

今
と
の
期
聞
を
般
に
所
得
期
間
」
と
呼
ぽ
う
。
而
し
て
ζ

の
「
所
得
期
間
」
を
単
位
期
闘
と
す
る
な
ら
ば
、

t
期
比
於
け
る
「
可

底
分
所
得
L

は
(

N

H

)

期
化
於
け
る
「
受
取
ら
れ
た
所
得
」

で
あ
る
。

故
に
円
ど
は
詰
然

M
J
-

の
剛
毅
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

左
け
れ
ば
友
ら
た
い
。
(
前
提
百
)
今
と
白
消
費
函
教
が



。
1
H
Q
[
]司
J

M

l

吋
]
+
。

と
い
う
形
で
あ
っ
た
と
想
定
し
よ
う
。
此
虚
に

α
は
所
得
白
増
分
に
封
ず
る
泊
費
白
噌
介
。
比
率
印
ち
限
界
消
費
性
向
で
あ
り
J

、

(

向

山

)

そ

。
佳
は

C
八
g
八
同
九
」
想
定
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

吠
陀
Leも
掠
X
の
同
盟
化
に
膝
じ
て
同
盟
動
す
る
も
の
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
然
し
先
や
最
初
は
説
明
白
便
宜
白
た
め
陀
乙
一

定
な
る
も
自
主
想
定
す
る
。

勿
論
上
越
の
孔
及
び

L
は
一
般
的
に
は
車
に
所
得
乃
至
総
需
要
白
函
教
で
あ
る
白
み
な
ら
ヂ
、
利
子
率
四
函
数
で
も
あ
る
と
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

然
し
な
が
ら
乗
数
介
折
忙
於
い
て
は
、
利
子
率
よ
り
白
影
響
は
一
舷
無
視
し
得
る
も
の
と
前
提
さ
れ
る
。
(
前
提
干
)
と
の
事
は
一

見
し
で
考
市
ら
れ
る
程
不
営
で
は
な
い
。
何
と
な
れ
ば
戸
川
及
び
r
h
o
利
子
へ
の
依
存
性
は
丘
程
大
で
は
な
い
か
ら
で
あ
お
。

以
上
の
事
が
承
認
さ
れ
v

る
左
ら
ば
、
所
謂
「
所
得
乗
数
」
白
理
論
を
明
確
に
理
解
す
る
事
が
出
来
る
。
的
を

ωに
代
入
し

州、九
H
R
N
(

剛、句凶
l
l

州
、
)
+
。
+
L
P

¥
 

を
得
る
。
従
っ
て
第
1
期
以
後
の
新
投
古
賀
白
時
間
的
系
列
が
奥
え
ら
れ
れ
ば
、
そ
れ
に
よ
っ
て
巴
が
決
定
さ
れ
る
謬
で
あ
る
。

(

司

)

今
第
1
期
よ
り
或
い
は
銀
行
の
貸
出
政
策
白
綾
和
忙
よ
り
、
或
い
は
抽
出
想
白
好
轄
に
主
担
、
或
い
は
叉
全
〈
凋
立
主
る
投
資
計
壷

改
愛
の
結
呆
そ
の
他
に
よ
ワ
て

h
h
額
丈
白
新
し
い
安
本
財
需
要
が

-
I
K
附
加
さ
れ
、

そ
の
水
準
に
維
持
さ
れ
た
と
し
よ
う
。
と

白
新
投
費
に
必
要
な
る
資
金
は
手
許
現
金
を
誠
山
中
一
せ
し
め
る
か
、
叉
は
借
入
れ
に
よ

AJτ
充
分
調
達
さ
れ
る
も
?
と
前
提
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
(
前
提
wu)

明
か
に
と
の
場
A
U
L
は
、
す
べ
て
の

t
に
封
し
て
、
L
F
Hぃ
r
h
H
と
在
る
。
従
円
J

て
川
別
に
よ
り
V
H
V叫

は

棚
田
動
過
程
の
乗
数
分
析

第
大
十
八
巻

六
七

第
一
・
ニ
・
2

一説

百
七



漉
動
温
程
の
乗
数
分
析

第
六
十
八
砦

/、
戸、

第
一
・
ニ
・
三
一
瞬

六
八

}
J
H
て
+
K
L
R
吋
M
H
M
W
+
(
同
+
s
)
h
H
M
U
H
可
+
(
同
十
R
+
九
)
』
同
一

ト
な
る
で
あ
ろ
う
。

一
般
に
れ
が
次

D
形
に
な

る
事
は
、
か
か
る
逐
次
代
ふ
主
反
復
す
る
事
に
よ
っ
て
-
容
易
に
知
る
事
が
刊
来
る
。

守
山
町
+
作
品
ぃ
h

H

-

-

-

一一

(

4

)

L
F
S

、

恋
し

t
が
充
分
陀
大
と
な
れ
ば
、
-
〈
aハ
同
で
あ
る
か
ら
Jr
の
併
は
漸
次
無
視
し
符
早
に
至
る
で
あ
ろ
う
。
か
か
る
場
合
D
漸
近
的

な
る
所
得
水
準
を
知
る
た
め
肺
↓

B
在
る
折
の
極
限
値
を
求
め
れ
ば

}戸田
}
J
H
吋
(
8
)
H
M
ぃ十州ド
1
h
N

zg

』

l
s

・

と
た
え
従
ワ
て
極
限
に
於
け
る
園
民
所
得
の
増
分
は
可
(
8
)
l
吋

H
1
1
hに
等
し
い
。

日

i

H

ぞ
白
吋
内
配
l
倍
の
所
符
輸
相
加
古
粛
し
た
事
を
意
味
し

τい
る
。
と
白
意
味
に
於
い
て
山
川
副
l
争
所
得
乗
教
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
。
と
白

水
準
に
到
達
す

Z
辿
皮
は
、
明
か
忙

α
が
小
友
る
税
早
く
、

HrJ車
位
期
間
た
る
「
所
得
期
間
」
の
短
か
い
科
早
い
白
は
首
然
で
あ

zn 

と
の
式
は
-
K
H
丈
の
新
投
費
が

(1) 

♂
+
h
J

を
も
っ
て
線
需
要
と
ず
る
事
は
、
企
業
相
互
閉
山
口
取
引
を
一
切
無
間
ず
る
事
E
意
味
し
て
い
る
。
こ
白
事
は
ま
た
乗
数
理
由
聞
が
一
企

業
一
家
計
を
モ
デ
ル
に
お
い
て
展
開
さ
れ
る
と
い
う
事
情
に
相
躍
す
る
。
吾
々
も
L
ば
b
〈
也
的
停
統
的
立
場
を
踏
襲
す
る
。
と
の
立
場
を
克

服
せ
ん
と
す
る
試
み
に
つ
い
て
は
、

F
冨
・
。
。
。
島
42♂
同
avn
出
巳
C
Z
H
R
p
m
冨
pm
己
去
何
へ
も
君
、
沼
崎
町
、
皇
、
ぎ
わ
ロ

or
呂
h
c
・

こ
れ
は
尉
の
総
需
要
商
数
が
直
角
E
曲
線
で
あ
る
事
を
但
定
す
る
事
と
な
る
の
こ
れ
は
却
繭
需
要
曲
輔
君
下
り
の
前
提
を
充
た
す
が
、
そ
山
右

下
り
の
形
に
つ
き
、
更
に
特
別
の
形
を
但
定
す
る
わ
け
で
あ
る
。
本
稿
第
主
節
を
見
よ
。

こ
れ
は
現
代
申
告
企
業
的
費
用
計
算
に
持
い
て
、
在
庫
品
の
時
四
割
を
合
め
た
楓
生
産
額
ま
り
各
種
目
立
産
費
を
差
引
い
た
も
の
が
利
潤
と
し
て

計
算
さ
れ
て
い
る
と
い
う
慣
習
に
封
臆
す
る
。
求
問
百

-
P主
S
♂
目
。
昌
己
丘
町
民

E
〉

E
h
E
S
E
E
-
ε
印

刷

-
Fロ
P
E
R

M
W

ゆ
∞
4

・

.

(勾(3) 



と
の
意
味
に
於
い
て
、
そ
れ
は
一
沼
田
均
揖
保
件
で
あ
っ
て
、
恒
事
弐
で
は
な
い
。
乙
四
方
程
式
。
か
か
る
性
質
仕
必
ず
し
も
明
確
に
理
解
さ

札
て
い
な
い
。
側
え
ば

F
叩
自
己

Z
F
J『
r
m
F
E
4
8号
。
町
宮
。

E
4
居
住
S
L
F
2
5
目
白
2
F
F
E
E
4
F
E
M
E
F
屯
母
、
五
品
、

、
皇
道
主
弐
同
E
さ
き
3
Z
2・
包
白
で
位
ζ

の
式
を
恒
尋
式
と
す
る
こ
と
よ

p
生
じ
る
困
難
に
気
附
か
れ
て
い
な
い
。
モ
ヂ

p
ア
】
て

ラ
ン

F
に
も
同
様
。
鏡
惑
が
あ
る
。

山
門
金
融
市
場
を
考
慮
し
つ
つ
、
所
得
棚
田
頭
自
動
事
理
論
を
展
開
す
る
と
と
は
、
や
が
て
期
間
分
析
の
立
場
に
お
い
て
動
串
理
論
を
完
成
す
る
こ
と

で
あ
る
。
本
稿
結
日
参
照
。

例

会

「

戸

同

E
g
H
J
r
b
h言
語
、
r
s
p
b皇
室
♂
唱
。
が
1
2・
阿

戸

〉

-
F量
宮
内
】
自
白
、

E
E
E
。〕Mの
『
自

2
宮
巴

-
2
2
B
E
E
S

旦回ロ且善骨PF
自
己

HF口
g
B目何♂、号
-R
駄

R吋ミ立ミ品

eYに、『百Q
捻写雪、3
一

の
』
掴
澗
論
莱
敷
に
つ
い
て
は
、
い
ま
一
つ
mpU

解
醐
稽
帽
が
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
は
第
一
期
由
み
に
附
加
さ

ι弘
た
に
新
投
箕
が
持
来
自
相
営
期
間
に
瓦
つ
て
音

-

A

 

す
で
あ
ろ
う
泡
加
既
得
の
新
投
資
比
謂
ナ
る
比
事
と
し
て
所
得
莱
教
を
理
解
す
る
も
申
で
あ
る
臥
そ
由
時
ぷ
H

同
十
三
ム

h
h
¥
M
F
u

?"。

】

1

1

d

凶

ミ
+
け
引
l
A
N

・
-
Z
M
3
1吋
7

4川
引

h
、
と
の
一
一
つ
の
酔
蒋
四
一
躍
的
岡
山
押
に
つ
い
て
仕
戸
〉

F
E
E
s
-、
:
E
-
f
'

』

l

句

1

V

8

h

e

一号

z
n
E
5
5
1
5
E
E
S
町
、
言
語
、
2
3
y
q
b
F
E自
・
参
照
C

M
h

冨
・
口
。

E
5
3
J
p
n
昌
巳

Z1Hn♂
〉
言
、
同
町
君
、
吉
川
句
、
司
・
邑
】
'

(4) (8) 

所

得

期

間

と

所

得

流

通

速

度

前
節
に
於
い
て
何
等
立
入
っ
た
考
察
な
く
し
て
想
定
せ
ら
れ
た
「
所
得
期
間
」
佐
賀
際
上
如
何
在
る
期
聞
を
採
用
す
べ
き
で
あ
る

う
か
。
現
在
と
白
期
間
ド
と
し
て
最
も
普
通
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
て
ハ

1
ト
ソ
ン
白
「
所
得
支
出
期
間
」
で
あ
る
。
ロ
パ

l
ト

そ
り
期
間
は
「
各
貨
幣
単
位
が
平
均
し
て
一
同
所
得
と
し
て
牧
得
さ
れ
る
期
間
」
と
定
義
さ
れ
る
。
市
し
℃
賀
際

ソ

Y
K
上
れ
ば
、

。
測
定
に
首
っ
て
採
用
さ
れ
て
い
る
白
は
、
所
謂
「
所
得
流
迅
速
度
」
白
逆
教
に
他
な
ら
な
い
。
勿
論

E
白
場
合
白
所
得
流
通
速
度

盤
動
過
程
の
栗
数
分
析

第
六
十
八
巻

山
J、
ブL

第
了
二
・
一
一
二
盟

ノ、

:;It. 



控
動
過
程
の
畢
数
分
析

第
六
十
八
巻

七
O

第
了
二
・
三
厩

七
O 

が
活
動
貨
幣
の
そ
れ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
は
容
易
に
理
解
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
と
の
伎
は
大
間
3
若
し
く
は
そ
れ
よ
り
や
や

犬
で
晶
る
主
許
わ
れ
て
ゐ
る
。
従
っ
て
と
白
立
場
を
取
れ
ば
「
所
得
期
間
」
は
大
略
四
ヶ
月
か
、
そ
れ
よ
り
や
や
短
く
な
る
に
す
ぎ

仇削町

左
い
。然

し
な
が
ら
吏
に
仔
細
忙
考
察
す
る
な
ら
ば
、
五
口
々
は
こ
む
計
算
法
白
持
円
J

多
く
白
困
難
に
気
附
か
ざ
る
を
得
な
い
。
先
宇
第
一

に
、
所
謂
梧
動
貨
幣
白
裁
量
白
中
に
は
、
上
越
白
所
得
期
聞
の
決
定
に
つ
い
て
は
全
く
考
慮
す
る
必
要
白
な
い
、
企
業
相
互
間
白
取

引
を
媒
介
す
る
た
め
に
使
用
せ
ら
れ
る
部
分
が
相
営
量
を
占
め
亡
ゐ
り
、
従
っ
て
そ
D
貨
幣
量
を
以
っ
て
所
得
を
除
し
て
得
ら
れ
る

「
所
得
流
迅
速
度
」
が
E
口
々
の
求
め
る
寸
所
得
期
間
」

の
逆
教
に
等
し
い
と
考
え
る
事
は
出
来
な
い
u

第
二
に
、

と
白
様
な
流
通
速

皮
の
大
い
き
を
決
定
し
て
い
る
も
の
は
、
所
得
支
梯
白
間
隔
と
い
う
よ

D
も
寧
ろ
或
期
聞
に
於
け
る
制
度
的
友
支
掛
慣
習
で
あ
る
。

然
も
第
三
に
、

と
白
様
た
支
梯
慣
習
は
新
投
資
凸
注
入
に
基
〈
波
及
過
程
に
於
い
て
は
、
抽
出
想
。
蹄
型
化
・
財
の
生
産
懐
妊
期
間
白
介
布

等
の
た
め
極
め
て
鑓
化
し
易
い
も
白
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
ワ
て
吾
々
は
所
得
流
通
速
度
白
逆
数
を
五
回
一
々
の
求
め
る
「
所

得
期
間
」
白
近
似
値
と
し
て
採
用
し
得
な
い
む
で
あ
る
。

主
主
は
十
/
号
、
エ
ル
ソ
シ
に
従
っ
て
、
週
給
月
給
年
俸
等
白
各
期
聞
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
受
領
人
員
数
を
ウ
ェ
イ
ト
し
た
加
重
平
均
を

「
所
得
期
間
」
'
と
し
て
採
用
す
る
方
が
良
い
と
脅
え
る
。
例
え
ば
年
体
一
人
月
給
二
人
週
給
五
人
な
ら
ば
、
(
臼

S
+
8×
凶
l

十

4
×
叩
)

ト
∞
リ
ヨ
四
郎
ち
五
七
・
五
日
が
所
得
期
間
と
な
る
。
恐
ら
く
か
く
し
て
決
定
さ
れ
る
所
得
期
間
は
、
所
得
流
通
速
度
白
説
教
よ
り
も

透
か
に
短
か
〈
な
る
で
あ
ろ
う
。
ク
ラ

l
ク
に
よ
れ
ば
と
白
期
間
は
約
二
ヶ
月
と
計
算
さ
れ
て
ゐ
る
と
い
う
。

仰
ロ
・
出
・
同
色
げ
の
H
Z
0
3
同ロ

qh
誌
記
吉
町
、
豆
、
、
、
品
、
奇
〉
苫
-
E
4
同

何

回

民

-
C
A
U
O
P
2
2
H
E
冨
己
仲
間
同
》
-
昆
♂
ヤ
邑
∞
目



μ) (3) 

同
様
の
理
由
に
よ
り
グ
ッ
ド
ウ
イ
y

D

4
官
冨
ロ
-
Z
1
5
u
句
邑
∞
に
拍
け
る
活
動
貨
幣
茸
の
艶
化
額
。
分
析
も
本
承
認
L
得
な
い
。

な
】
官
〉
∞
S
E
n
-
E
g
】『炉問。乱吋。由民
1
2口
町
可
宰
凶
|
。
室
乗
数
分
折
と
速
度
分
析
と
市
町
比
較
紅
と
目
論
文
に
お
い
て
群
L
〈
行
わ
れ
て

い
る
ロ
〉ト-戸同凶自口Em自Fw~、出q♂句
h民
、
え
』
片
トN
是企Q、よお主誕主色、、
h凶
司
誌

E‘に、、

L左
」
限
界
的
期
間
と
を
匝
別
す
る
ο

本
稿
で
口
、
こ
の
限
界
期
間
と
平
均
期
間
白
差
は
さ
ほ
ど
大
で
は
な
い
も
自
と
想
定
し
、
そ
白
区
別
に
ま
で

立
入
ら
な
い
。

(5) 

園
民
産
出
物
と
物
債
水
準
の
鑓
動

第
一
節
白
設
明
-
よ
り
明
か
な
る
如
く
、
来
数
理
論
が
分
析
す
る
も
の
は
貨
幣
所
得
心
流
れ
の
大
い
さ
の
一
擾
動
で
ー
あ
っ
て
、
決
し
て

そ
白
ま
ま
で
は
そ
の
所
得
に
よ
っ
て
購
入
せ
ら
れ
る
消
費
財
資
本
財
の
数
量
の
鑓
動
を
明
か
に
す
る
も
の
で
は
な
い
。
然
し
な
が
ら

一
般
に
乗
数
分
析
忙
於
い
て
は
暗
駅
D
中
陀
貨
幣
所
得
。
増
減
換
言
す
れ
ば
綿
需
要
白
増
減
肥
謝
底
し
て
、
企
業
者
が
そ
の
生
産
計

壷
在
費
吏
す
る
も
の
と
組
定
し
、
従
っ
て
貨
幣
所
得
白
増
減
は
大
川
町
に
於
い
て
そ
れ
に
比
例
す
る
闘
民
産
川
物
乃
至
貫
質
園
民
所
得

と
雇
傭
量
白
愛
動
を
仲
う
も
の
と
考
え
て
い
る
。
と

D
鮪
を
立
入
っ
て
考
察
す
る
た
め
、
次
白
如
〈
記
披
を
定
め
占
う
。
。
崎
山
国

そ
の
期
目
購
買
力
白
流
れ
γ
引
と
白
川
と
を
均
衡
な
ら
し
め
る
訓

加
問
附

E
替

、

hm雪
期
決
様
。
而
し
亡

t
刻
に
於
け
る
物
侭
水
準
は
、

〈
定
ま
る
も
む
と
想
定
し
主
う
。
従
っ
て

u
m
H
F同
J
H
C軸

(

∞

)

 

で
あ
る
。
弐
に
と
白
向
は
勿
論
雇
傭
労
働
量
と
使
用
さ
れ
る
資
本
設
備
の
函
数
で
あ
る
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
然

も
t
期
の
産
問
物
は
、
若
干
期
間
前
白
投
一
入
労
働
量
及
び
費
木
設
備
使
用
量
の
函
数
で
あ
る
と
想
定
す
る
事
が
よ
り
受
賞
で
あ
ろ
う
。

盟
副
過
程
由
来
数
分
析

第
六
十
八
各

セ

第
一
・
ニ
・
一
ユ
競

七



第
六
十
凡
巻

此
鹿
で
は
簡
早
D
た
め
と
白
生
産
に
伴
う
時
間
的
遅
れ
を

1
期
間
と
想
定
す
出
。
従
円
J

て
弐
白
生
産
函
数
を
得
る
Q

四
国
勤
過
程
の
乗
数
分
析

七

情
一
二
一
・
一
一
一
瞬

七

。時H
H
(
H『

zw同町
TM)

此
庖
に

K
は
資
本
設
備
使
用
量
で
あ
る
。
以
下
の
考
察
を
簡
単
た
ら
し
め
る
た
め
、

(喧・同)

と
白
生
産
函
数
が
線
型
な
る
も
の
と
想
定
し
ょ

う
。
従
っ
て
(
出
ム
)
は

。町M
M
司
N
『

7
M
+』
r
H問団

l
回

(
唱
・
回
)

と
書
改
め
る
事
が
問
来
る
ロ
勿
論
と
れ
は
次
白
方
程
式
に
等
し
い
。

。LJト同室長
1

3

)

/
 

メ
一
て
、
吾
々
は
薬
常
り
五
介
な
る
資
本
設
備
D
徐
裕
が
存
在
し
、
従
っ
て
投
入
労
働
量

~
F
I
-
D
増
加
に
比
例
し
て
使
用
資
木
設

備

同

7
凶
も
亦
充
分
に
増
加
し
得
る
も
白
と
想
定
し
ょ

5
。
と
白
時
(
む
・
白
)
に
於
け
る
同
町
T
凶¥』

t:は
常
に
一
定
値
佐
保
つ
事
が

出
来
る
課
で
あ
る
。
よ
っ
て
今

と
置
け

"t ~ 
'" "1ft + 

ノセ F 
白同|同
生 ili 
産回|凶

函
搬
は
結
局

(
申
・
品
)

。hHHahm
】

(
R
〉
A
)
)

( 

'" . 
'" ) 

で
以
っ
て
示
す
事
が
出
来
る
。
故
に
。
局
は
」
『
偽
戸
に
比
例
し
て
増
加
す
る
事
と
在
る
。

で
は
次
に
雇
傭
量
は
如
何
に
し
て
決
定
さ
れ
る
か
。
吾
々
は
弐
心
如
く
想
定
し
よ
う
。
企
業
者
は

公
同
)
期
に
於
い
て
第
t
期

に
於
け

Z
総
需
要
を
若
干
額
と
預
想
し
、
そ
D
議
抽
出
資
上
額
に
麿
じ
て
そ
の
何
パ
ー
セ
ン
ト
hw-
労
賃
額
に
支
郷
う
か
を
決
定
す
る
。



い
ま

岡
崎
山
川
崎
活
。
勢
制
姻
離
掛
盤

と
十
れ
ば
、
定
義
主
り
明
ら
か
な
る
如
〈

司
、
:
見
U
M
W
u
h
u
h
門‘

耳
川
議
同
州
盤
作
「
パ
州
事
号
含
加
盟
中

(申八
E
八
同
)

2
0
・3

と
た
る
。
弐
に
と
の
晴
朗
組
に
付
弐
白
事
を
想
定
し
主
う
。
印
ち
企
業
者
は
今
期
の
買
上
額
が
来
期
以
後
ヂ
っ
と
存
続
す
る
も
の
と
議

恕
す
る
。
五
回
々
は
と
の
拍
制
定
を
「
総
需
要
白
藤
想
に
闘
す
る
ロ
パ

1
ト
ソ

Y

D
想
定
」
と
呼
ぽ
引
。
と
白
時

(
S・5
は、

司
h
M
同
N
H
H
E
u
n
M
H
H
E
M
J
M

と
な
る
。

(
H
C
・
出
)

更
に
吾
々
は
問
題
と
す
る
経
梼
シ
ス
テ
ム
白
内
部
に
於
い

τ充
分
な
る
失
業
者
が
存
在
し
、
従
一

Uτ
雇
傭
白
凌
動
に
も
拘
わ
ら
す

W

川
は
崩
型
化
し
な
い
も
の
と
想
定
し
よ
う
。
設
に

F

1司
と
な
り
、
(
呂
・
凶
)
は

出

罵11'"
吋

(
H司
・
臼
)

と
な
る
。
従
っ
て
れ
が
定
ま
れ
ば
、
そ
れ
に
針
路
し
て
一
義
的
に
め
が
定
ま
る
諜
で
あ
る
。

静
態
よ
り
川
護
す
る
と
い
う
吾
々

D
立
場
を
、
以
上
白
川
倒
防

ωに
も
適
用
ず
れ
ば
、
第
O
期
以
前
に
は
旬
。

H
町

H
H
I
N
-

し円。

.clぬ
九
月
J
H
R
N
R

モK
H
E
R

と
い
う
関
係
が
成
立
し
て
い
る
筈
で
あ
る
。
吾
、
々
は

α
及
び
同
が
差
首
り
こ
の
値
を
鑓
じ
な

い
も
む
と
想
定
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
問
に
よ
り
て
れ
白
グ
イ
ム
シ
ェ
イ
プ
が
定
ま
っ
た
以
上
戸
守
山
)
に
よ
ワ
て
ぷ
が
(
?
患
に
ト
ろ
て
ハ
叫
が
定
ま

b
、
従

費
動
過
程
申
乗
数
分
析

静
六
十
八
巻

七

事
「
二
一
・
一
一
二
揖

七



費
動
祖
程
自
乗
数
分
析

っ
て
同
開
に
よ
う
て
D
U
が
決
定
さ
れ
る
で
あ
ら
う
q

注
意
す
べ
き
は
先
の
れ
白
煙
勤
が
と
の
様
な
貨
物
側
白
鑓
動
。
如
何
に
拘
わ
ら
デ

α
ο
ρ
及
び
一
W
が
一
定
な
る
限
り
凡
も
叉
ハ
円
も
一
定
白
時
間
的
遅
れ
を
仲

第
六
十
八
巻

七
回

第
「
・
ニ
・
一
一
ご
盟

fゴ

四

成
立
す
る
事
で
あ
る
。
上
述
白
事
1
4
り
明
か
な
る
如
〈
、

い
つ
つ
れ
と
ほ
ぼ
同
一
白
タ
イ
ム
シ
ェ
イ
プ
を
葺
い
て
費
動
す
る
で
あ
ろ
う
。
只
P
U

白
み
は
、

(
E
Y
(坦

-ew(H-∞
)
及
び
(
回
目
)

よ
b 

-吋

}
V

T
R
F
H
M
W
.
J
N
r
L
P
 

(
H
M
N
)
 

h
h
額
の
購
買
力
が
附
加
さ
れ
た
時
.
摩
川
物
が
之
に
相
臨
し
て
直
ち
に
増
加
し
得
な
い
以
上
、
そ
れ
に
膝
じ

τ
一

時
的
に
騰
貴
す
る
け
れ
ど
も
、
や
が
て
仏
が
増
加
じ
始
め
る
と
共
に
、
逐
次
冗
の
物
慣
水
準

F
に
彼
蹄
す
る
諜
で
あ
る
。
而
じ
て

(
同
時
)
主
り
明
か
在
る
如
く
、

P
H
は
他
。
保
件
に
し
て
一
定
な
ら
ば

a
及
び

0
白
礎
化
と
仕
活
白
方
向
に
V
O
旋
必
と
は
同
方
向
に
鐙

化
す
る
で
あ
ろ
う
。
今
と
れ
等
各
餐
数

D
F
イ
ム
シ
ェ
イ
プ
を
周
一
不
す
れ
ば
第
一
闘
の
如
く
な
る
。
国
よ
り
も
明
か
な
る
如
〈
、
通

常
乗
数
分
析
に
於
い

τ、
労
働
が
過
少
就
業
D
朕
態
に
あ
り
且
つ
費
本
設
備
也
飴
裕
あ
呂
場
合
に
は
、
所
得
D
増
大
は
債
格
騰
貴
を

伴
わ
な
い
と
一
官
わ
れ
る
命
題
は
、
時
党
動
趨
程
に
於
け
る
P

H

D
竣
化
を
無
視
し
て
窮
極
白
均
衡
水
準
、
(
B
)
H
h
u
に
つ
い
て
語
っ
て

い
る
か
、
さ
も
な
け
れ
ば
此
庭
に
背
う
生
産
白
時
間
的
遅
れ
が
所
得
期
間
に
比
し
極
端
忙
短
期
で
あ
る
事
を
前
提
し
て
い
る
か
何
れ

か
な
り
で
あ
る
。
前
者
は
吾
々
も
亦
承
認
し
得
る
け
れ
ど
も
、
後
者
は
こ
れ
を
是
認
す
る
事
が
問
来
な
い
。
何
と
な
れ
ば
吾
々
の

(
]
?
臼
)
が
既
に
今
期
白
一
一
史
上
額
に
肱
じ
て
今
期
D
投
入
量
一
を
決
定
す
る
と
い
う
或
程
度
迅
速
な
生
産
計
章
。
決
定
を
想
定
し
て
い

東
化
。
h
u
a
H〈
R

と
い
う
保
件
を
持
込
む
事
ば
言
わ
ば
生
産
過
程
hw一
全
〈
同
時
化
L
去
る
事
で
あ

b
、
到
底
そ
れ
を
採
用

で
あ
る
か
ら
、

る
以
上
、

し
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
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む

と
白
様
に
生
産
過
程
に
於
け
る
時
間
的
遅
れ
を
乗
故
現
論
に
採
入

れ
よ
う
と
す
る
試
み
は
、
既
に
グ
ッ
ド
ウ
イ
ン
に
主
ワ
て
も
行
わ
れ
て
い
る
。

然
し
在
が
ら
吾
々
の
諸
方
程
式
が
承
認
さ
れ
る
な
ら
ば
、
グ
ッ
ド
ウ
ィ

y
の

説
明
に
は
疑
問
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
。
五
口
々
白
仰
と
同
じ
方
程
式
よ
り
仰

の
結
論
を
説
明
し
た
後
、
グ
ッ
ド
昨
イ
シ
は
一
吉
弘
、

さ
て
、

第 1圃

「
上
述
の
結
論
む
大
停

が
、
消
費
白
過
程
よ
り
も
寧
ろ
生
産
地
釈
に
木
質
的
遅
れ
が
存
在
す
る
場
合

に
も
、
同
様
に
趨
用
し
待
る
事
を
理
解
す
る
事
は
困
難
で
は
な
い
。
と
白
時

五
間
々
は
弐
白
方
程
式
を
持
ず

。hHH
Q
(〕日

J
I
一
司
)
+
合

(J-
吋
拘
+
刊
川
H
Q
(
}
J
l
M
1〕
+
可
+
h
H
(柄
本
)
」

と
。
然
し
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ン

U
-一
一
百
う
生
産
越
程
と
は
何
kw一
指
す
白
で
あ
る
か
。

そ
れ
が
育
英
通
り
「
生
産
」

D
た
め
の
時
間
宇
一
指
す
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
吾

々
の
定
式
化
が
誤
謬
に
非
ざ
る
限
り
、
上
記
の
グ
ッ
ド
骨
ツ
イ
ン
白

(2)
が

生

産

過

程

D
時
間
的
遅
れ
在
者
慮
に
入
れ
た
も
白
井
一
考
え
る
事
は
出
来
な

い
o
グ
ッ
ド
ウ
イ
ン

D
式
を
成
立
せ
し
め
る
唯
一
白
保
件
は
、
阿
h

が

司

L
J

e
期
前
白
買
上
額

HNl卯
が

及
び
』
U

、
と
し
て
分
配
さ
れ
る
D
で
は
な
ノ
円
、
、

=
J
H『

h
及
ば

b
h
と
し
て
分
間
さ
れ
る
と
い
ふ
前
提
を
取
る
事
で
あ
る
。
と
心
時
若
し

N
R
!
"
l
司
h句作
H
b
n

が
支
配
的
で
あ
る
と
想
定
じ
得
る
な
ら
ば

闘
世
勤
過
程
の
乗
数
分
析

と
い
う
利
潤
計
算

M
J
H
H
司
m
H『

L
t
b
h
H
q
h
!
"
+
』J
m

と
な
り
、
グ
ッ
ド
ウ
イ
ン
の
式
が
成
立
す
る
。
然

第
六
十
八
巻

七
五

第
二
一
・
一
一
一
蹴

ィ=
五



帝
大
十
凡
省

し
な
が
ら
と
白
様
友
利
潤

D
計
算
法
及
び
努
賃
と
利
潤

O
支
梯
法
が
現
資
性
主
持
つ
と
は
考
え
難
い
。
菩
々
は
グ
ァ
ド
ウ
ィ
ン
の
立

場
そ
戸
市
げ
、
苔
h
k

自
身
。
立
場
主
り
考
察
を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

欄
出
動
過
程
自
乗
按
分
析

七
~ 
J、

七、

六

第
一
ニ
了
三
揖

(2) (1) 

こ
の
定
式
化
は
ロ
出
回
。

r
E
m
E
F
4
E肉
P
E
P
-具
、

S
E官
E

E
同
三
宮
皆
思
号
、
ミ
M
3

言
Q

K
負
A

ノ。

以
下
白
議
輔
自
本
質
が
と
の
期
聞
の
取
扱
い
方
に
侠
存
し
な
円
こ

ι
は
明
か
で
あ
ろ
う
。
た
だ
注
意
す
べ
き
は
こ
こ
で
白
生
産
ρ
時
間
。
担
〈

れ
は
4

1

A
的
な
そ
札
で
は
な
い
ロ
障
っ
て
例
え
ば
「
貨
幣
諦
」
に
布
い
て
ケ
イ
ン
ズ
が
い
う
生
産
期
間
(
事
十
五
章
以
下
)
、
或
い
は
ロ
パ

ー
ト
ソ
ン
が
穴
ケ
且
と
計
算
し
た
平
均
生
産
期
間
と
混
同
し
て
は
な
ら
な
い
。

(。・

3
を
(
@
凶
)
の
よ
う
に
簡
単
他
せ
ず
、
い
わ
ゆ
る
ダ
グ
ラ
ス
函
教
を
採
用
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
。

uh-Y拘
T
a
な
る
限
り
、

N
と

r
の
比
例
増
加
が
容
認
さ
れ
る
な
ち
ぽ
N
P
A
倍
は
O
D
A
借
を
柏
果
す
る
。
何
と
な
れ
ば
矢
』
同

Z
2
3
T
F
L之
T
d
~宮
町
T「
L
h〉亙

同
凶
「

L
・
。
然
し
む
U
N
u弓

r宮
(
N
w
h
H
!
と
な
ら
ば
己
目
結
果
は
得
ら
れ
な
い
。
乙

O
函
数
四
採
用
は
。
ご
〉
の
タ
イ
4

シ
ェ

1
プ
を

箆
更
せ
い
め
る
の
み
で
、
本
稿
白
議
請
を
損
う
も
り
で
は
な
円
。
た
だ
こ
こ
で
は
簡
阜
化
と
、
ダ
グ
ラ
ス
函
数
D
r
u
m
如
何
に
し
て
測
定
さ
れ

る
も
り
か
を
知
ら
な
い
た
b
、
(
C
同
)
申
立
場
を
と
る
、
し
い
て
い
え
ば
‘
そ

ιは
3

3

0
テ
イ
ラ
ー
展
開
白
一
夫
の
項
を
近
似
値
と
し
て

需
用
し
た
も
自
主
4

唱
え

L
れ
る
。

同
叶
周
囲

03FHHO品
〉

E
q
g
m
p
E
F
F
E♂
同
2
g
s
h
a
w
M
Y
回目・

同
様
四
閥
係
が
ピ
グ
ゥ
、
ハ
ン
セ
シ
に
よ
っ
て
詰
意
さ
れ
る
と
と
も
に
、

ζ
0
9
0
長
期
に
わ
た
る
安
定
障
が
格
別
O
注
目
を
浴
び
て
い
る
。

本
稿
叩
試
み
は
ピ
グ
ゥ
、
山
ン
セ

ν
の
提
山
せ
る
方
程
式
を
動
皐
化
す
る
と
と
も
に
東
政
理
論
と
り
綜
骨
に
ま
っ
て
、
雇
傭
量
・
産
何
物
・
物

慣
水
準
の
撞
動
遁
程
白
分
析
に
そ
の
方
程
式
を
活
用
せ
ん
と
す
る
も
乏
で
あ
る
。
ハ
ン
セ
ン
「
財
政
政
策
と
景
気
指
諜
」
邦
曹
、
ニ
大
士
頁
ロ

ハ
ン
セ
ン
「
経
済
政
策
と
完
全
雇
傭
」
邦
脅
一
七
五

l
一
七
七
頁
。
然

L
更
に
立
入
っ
て
い
え
ば
.
ハ
シ
セ
ン
の
い
う
如
〈
『
紹
湾
政
策
と

完
全
雇
傭
」
邦
課
一
五
一
一
一
頁
)
、
ま
た
本
稿
情
七
節
。
示
す
ご
と
〈
、

8
は
炉
の
上
下
と
'
と
も
に
噌
減
ず
る
傾
向
あ
る
が
故
に
、
不
況
に
お
い

て
中
宇
高
〈
好
記
に
布
い
て
や
中
偉
く
な
る
傾
向
を
も
っ
。

恒

L
離
軸
回
目
盛
口
各
艶
数
に
よ
り
異
る
。

合
問
・
戸
。
u
Q
雪
EM
日

h出
町
、
言
語
主
唱
・
邑
伺

(3) (る)(4) (7) (6) 

、



/ 

(9) (8) 

但

L
記
腕
は
本
稿
?
ぞ
れ
に
改
め
て
あ
る
。

グ

ympウ
イ
ン
悶
究
自
ど
と
く
考
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
(
半
事
)
の
宥
謹
は
f
期
由
貿
上
額
す
な
わ
ち
f
期
白
町
得
で
あ
る
か

b
、
そ
れ
は

f
期
目
投
入
物
へ
の
宜
抑
額
を
示
す
。
輯
し
て
す
*
)
白
左
遣
は
、
+
卵
期
中
所
持
す
な
わ
ち
買
上
額
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
骨
せ
て
考
え
る

な
ら
ば
f
期
目
投
入
輔
が
、
+
n
期
の
買
上
舗
を
決
定
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ζ

れ
が
生
産
過
程
0

時
間
的
謹
れ
を
示
す
と
。
鼎

L
己
目

推
前
は
境
わ
し
い
。
両
と
な
れ
ば
そ
れ
が

L
U
H
吋
h

の
前
提
凶
下
に
酔
帯
さ
れ
て
い
る
。
以
上
、
そ
白
玄
一
三

i

♂
H

♂
+
k
J
H
ぶ

と

な

る

は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
己
れ
以
外
グ
ッ
ド
ウ
イ
ン
白
式
す
噂
)
を
理
解
す
る
方
法
が
存
在
す
る
で
あ
ろ
ろ
か
。
企
図
・
冨
白
百
島
4
2
3
5

k-rc
同

E
2
5
5
匂
唱
・
島
斗
l
l
L
昆む・

四

所
得
一
来
数
と
雇
傭
一
衆
敷

必
て
、
，
次
に
雇
傭
且
旦
白
竣
動
に
注
目
し
止
う
。
特
に
所
前
「
雇
相
乗
数
」
と
所
得
乗
数
の
閥
係
を
考
察
す
る
た
め
に
は
、
分
配
係

数
。
が
全
産
業
に
ツ
い
て
同
一
で
あ
る
と
い
ふ
今
迄
白
ノ
前
提
を
撤
去
す
る
事
が
必
要
で
あ
る
。
消
費
財
産
業
に
於
け
る
雇
傭
量
及
び

分
配
係
数
を
m
J
-
F、
引
木
財
産
業
に
於
け
る
そ
れ
等
を
mr
・

rと
す
れ
ば
、
明
か
陀

吾、・
L
J
J
M
H
H
E】
《

U
h
-
-

司、・
L
J
U
M
H
E
M
H
1
6

(
H印
圃
]
{
)

(][臼・日〕

百

九

百

~fお
よ
ん
そ
1
1
判。‘
+
J
苅炉

と
な
る
の

h
H
額
白
費
本
財
需
要
白
増
加
が
刺
戟
せ
る
最
初
白
費
本
財
産
業
に
於
け
る
一
一
層
怖
の
増
加
は
、
(
同
日
・
凶
)
土
b

(
回
目
・
臼
)

h
Lぜ
d
l
hぃi
h
h

『
『

(
H
臼・串)

費
動
祖
程
の
乗
数
分
析

第
六
十
八
巻

七
七

第
一
・
一
了
一
一
一
腕

七
七



醐

担

割

過

程

の

帯

数

分

析

第

了

一

7
J一
読

七

八

l

h

H

 

'rr
怠
る
。
と
D

h
同
時
は
窮
極
に
於
い
て

εれ
丈
の
雇
傭
む
増
大
を
粛
す
で
あ
ろ
う
か
。
吋
(
8
)
H
H
+」
川
引
で
あ
る
か
ら
、

M
W

1ノ
合
(
自

)H叶
h
E
i
h
p
N
H

同
(
日

)
H
F
h
で
あ
Z
o
故
に
窮
極
む
雇
傭
最
は
失
白
如
く
な
る
。

第
六
十
八
巻

七
八

】ヘ
Q

J

h

U

A

h

u

樋

弓

句
(
8
)
H
i
-
-
一ー
l
-
h
H
+
J
1

。+J
1
H
+
J
1
h
H

司
戸
H
l
ミ

司

司

唱

、

h
H
U
・5
(

H

臼・

8
0
?串
)
を
考
慮
す
れ
ば

4
-
h
t
『

E
M
-時
J

H
『

(
8
)
l
何
日
一
い
じ
v
h
い
い
k
l

てヨ

-

』

Q

」

な
る
事
が
解
る
。
右
遇
措
弧
の
中
が
所
謂
雇
傭
乗
数
白
値
を
示
す
も
白
と
現
解
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
明
か
に
雇
傭
乗
数
(
が
に
て
訴
す
)

ち
所
得
乗
数

2
に
て
一
四
す
)
の
大
小
は

F
と
F
D
大
小
に
依
存
し
て
定
ま
る
の
で
あ
る
。

(
H
h
p
)
 

若
し
ち

VEN
友
ら
ば
、

宮司

〉
食叫

h
t
H
H
E
同
町
な
ら
ば

和、

H
F

hy八
、
な
ら
ば
、

幹M

八
"吋

で
あ
る
。

以
上
は
ケ
イ
Y

ズ
が
寸
一
般
理
論
」
に
於
い
て
ご
っ
白
乗
数
白
閥
係
と
し
て
述
べ
た
所
主
、

E
同
一
々
の
立
場
よ

D
考
察
し
た
白
で
あ

z
。(1) 

同
耳
・
闘
。
回
目
。
♂
同
誌
尽
伺
語
、
Z
N
H
話、、色町、
r
E
V
回
出
!
回
目

五

一
衆
数
分
析
と
均
衡
概
念



此
虚
で
菩
々
は
以
上
白
乗
数
介
析
が
前
提
し
て
い
る
さ
ア
ル
心
性
質
を
簡
単
に
考
察
し
て
世
く
事
と
し
よ
う
。
上
述
D
如
〈
各
期

間
に
於
い
亡
は
夫
々
一
定
白
債
格
水
準
が
需
給
を
均
衡
な
b
し
め
る
如
く
成
立
し
て
止
り
、
又
同
時
に
一
定
額
白
所
得
が
企
業
よ
b

家
計
に
手
渡
さ
れ

τ
い
る
。
と
む
様
に
各
所
得
期
間
は
一
時
的
均
衡
に
あ
る
け
れ
ど
も
、
具
時
的
に
は
慣
格
、
所
得
共
に
鑓
動
を
続

け
て
い
る
認
で
あ
る
。
こ
り
欣
侃
を
仔
細
に
観
察
す
れ
ば
弐
D
如
〈
で
あ
る
。

先
づ
債
格
よ
り
始
め
よ
う
。
を
そ
の
貨
幣
額
に
於
い
て
一
定
で
あ
る
の
き
て
貨
物
財
に
釘
す
る
需
要
函
雪
印
と
い
ふ

形
を
し
て
い
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。

D
ん
が
大
と
怠
れ
ば
需
要
骨
一
は
小
と
危
り
、
口
打
が
下
婚
す
札
ば
大
と
な
る
。
第
二
闘
の
賀
線
山

ルb

、

比

い

同

μ、一ー

Rhh 

4 

0， 

dlIES目

0， 

第 2園

は
第
t
期
む
と
白
需
要
曲
株
主
示
し
た
も
り
で
あ
る
。
と
白
曲
線
凸
抑
力
慨
が
ー
で
あ
る

事
が
注
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
て
、
若
し
前
期
白
所
得
が
増
加
す
る
な
ら
ば
、

そ
れ
に
謝
臆
し
て
綿
需
要
額
が
増
加
し
、
詰
嬰
曲
棋
は
右
に
移
動
す
る
。
同
岡
知
線

4
は

か
か
る
移
動
後
白
或
時
期
白
需
要
曲
線
を
不
し
た
も
白
で
あ
る
。
次
に
供
給
量
は
前
期
白

資
上
額
白
函
数
と
し
亡
一
義
的
に
決
定
せ
ら
れ
て
沿
り
、
従
っ
て
今
期
む
債
楠
白
如
何
に

は
無
開
係
で
あ
る
。
上
園

D
Aぬ
は
か
か
る
供
給
曲
線

D
4
4に
謝
臆
す
る
期
間
白
値
を

示
し
た
も
D
で
あ
る
。
と
の
閑
曲
練
白
交
賠
に
於
い
て
一
時
的
均
衡
債
格
P
が
決
定
せ
ら

PHι 
れ
る
D
で
あ
る
。
と
り
事
は

P
が
弐
白
期
間
に
別
白
水
準
に
於
い
て
定
ま
る
事
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
そ
の
時

に
は
需
要
曲
線
及
び
供
給
曲
線
そ
の
も
む
が
媛
化
す
る
か
ら
で
あ
る
。
第
三
闘
は
と
の
閥
係
を
明
確
に
理
解
せ
し
め
る
で
あ
ろ
う
。

九
九

白
系
列
と
し
で
債
格
滋
動
過
程
在
把
握
し
よ
う
と
い
う
D
が
乗
数
分
析
。
想
定
し
て
ゐ
る
モ
デ
ル
白
性
質
で
あ
る
。
若
し

そ
白
時
慣
絡
は
時
間
的
均
衡
に
あ
る
と
官
ひ
得
る
で
あ
ろ
う
。
第
一
国
及
び
後

噛
盟
副
温
桂
の
晴
開
放
分
析

と
白
九
が
，
t

に
関
し
て
一
定
に
保
た
れ
る
な
ら
ば
、

七
7L 

第
六
十
凡
容

七
九

第
了
二
・
一
一
五
担



輔
出
動
過
程
の
乗
数
分
析

第
六
十
八
谷

" O 

白
展
開
が
一
不
す
如
〈
口
れ
が
時
間
的
均
衡
に
あ
る
た
め
白
僚
件
は

資
が
節
約
に
等
し
い
事
で
あ
る
。

帯
了
一
一
・
三
掠

ノ1
O 

α
白
伎
に
鑓
化
左
き
限
h

り
、
投

同
様
白
事
を
所
得
の
同
盟
動
に
ワ
い
て
考
察
し
よ
う
。
第
四
闘
に
於
い
て
合
γ
寸
L

『
は
総
需
要
を
示

第 3圃

す
。
凶
十
五
度
線
が
引
か
れ

τい
る
か
ら
、

と
れ
と
の
交
鮪
v
h
が
最
初
心
均
衡
所
得
水
準
を
興
え

る
閑
静
で
あ
る
。
今
ζ

の
賠
よ
り

h
L『
丈
の
埠
加
投
者
が
あ
っ
先
と
ぜ
よ
。
闘
に
よ
り
新
均
衡
所
得

水
準
が
吋
(
日
)
で
あ
一
る
事
は
一
目
し
て
明
瞭
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
↓
患
に
と
D
新
均
衡
鮪
に

到
達
さ
れ
る
諜
で
は
な
い
。
先
A
Y
第

1
期
に
は

h
h
丈
の
新
投
費
忙
伴
い
、
所
得
は
五
迄
増
加
す

は
れ
と
な
る
で
あ
ら
う
。
以
下
同
椋
に
し
て
逐
弐
同
(
自
)
に
接
近
す
Z
白
で
あ
る
。

る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
白
時
第

2
期
の
消
費
は
、

と
れ
に
感
じ
て
、
仏
迄
増
加
さ
れ
、
従
円
J

て
所
得

こ
白
所
得
の
軍
位
期
間
首
り
の
同
盟
動
額
を
決
定
し

τい
る
も
の
が
、
決
意
と
し
て
白
投
資
と

節
約
の
差
額
で
あ
る
事
ピ
注
意
す
る
事
は
興
味
深
い
で
あ
ろ
う
。
明
か
に

t
期
白
節
約
函
数

は、

hp
山
]
F
J
M
l
l

円
以
で
あ
る
か
ら
、

}
J
l
M、
恥

ト

1
L
F
i
h
F

ζ

れ
を

ωに
代
入
す
れ
ば

(
回
目
凶
)

止
な
る
か
ら
で
あ
る
。
反
に

(
H
E
)

に
川
間
世
代
入
し
て
雨
漣
を
白
川
に
て
除
せ
ば
、

(

H

A
山
)

ロ

可

h
i凶

-
L
F
l
h
F

t
l
f
d川

J

d
ぺ
l

を
得
る
。

一
見
し
て
明
か
な
如
〈
、

S五

こ
れ
は
「
貨
幣
論
」

に
於
け
る
ケ
イ
ン
ズ
白
基
本
方

外.ハ一一日



程
式
に
極
め
て
類
似
し
て
い
る
。
勿
論
吾
々
白
誇
概
念
白
定
義
と
「
貨
幣
論
」
白
そ
れ
と
が
一
致
せ
示
、
文
そ
の
前
提
し
て
い
る
毛

デ
ル
が
呉
る
以
上
、
と
の
類
似
は
見
ぜ
か
け
の
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
然

L
Lと
ん
の
差
が
れ
を
動
か
す
と
い
う
事
に
投
意
し
、
吏
に

「
貨
幣
論
」
白
ケ
イ
ン
ズ
と
同
様
仏
一
日
ん
な
る
場
令
白
同
盟
勤
地
棋
に
注
目
す
乙
左
ら
ば
、
r
h
と
め
の
莱
が
口

h
t
動
か
す
と
い
う
命
題

そ
以
上
の
乗
数
分
析
が
内
包
し
て
い
る
事
に
官
官
ず
る
事
は
極
め
て
教
訓
的
で
あ
る
し
区
一
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

山
貨
幣
論
に
初
い
て
も
ケ
イ
ン
ズ
は
名
所
に
お
い
と
の
の
艶
到
に
つ
き
注
意
を
坤
つ

τ
い
る
け
れ
ど
も
、
主
と
し
て
彼
が
債
格
駆
動
温
程
に
曲
目

じ
て
い
た
こ
と
は
「
一
般
世
論
」
の
序
丈
に
お
け
る
彼
自
身
白
言
葉
が
そ
れ
を
裏
書
し
て
い
る
n

'ft:. 

乗
数
理
論
に
於
り
る
珠
想
の
問
題

今
迄
吾
、
々
は

L
は
金
〈
所
得
乃
五
市
以
上
額
か
ら
扮
主
で
あ
る
と
想
定
し
て
古
都
た
。
然
し
在
が
ら
若
し
今
期
の
寅
上
額
が
増
加
す
る

な
ら
は
、
企
業
者
は
来
期
以
後
也
綿
需
嬰
も
亦
増
加
す
る
で
あ
ろ
う
と
務
想
し
、
そ
れ
に
憾
じ
て
弐
の
期
目
投
出
引
を
増
加
す
る
で
あ

ろ
う
。
従
っ
て

L
一
定
と
い
ふ
と
れ
迄
白
想
定
は
と
れ
丈
の
修
正
を
必
要
と
す
る
。
先
に
町
内
白
決
定
手
説
明
し
た
場
令
と
同
様
に
、

束
期
以
後
の
時
用
組
責
上
額
は
、
今
期
の
買
上
頼
に
等
し
い
、
と
い
う
「
総
需
要
の
強
制
叫
に
闘
す
る
ロ
バ
ー
ド
ソ
ン
の
想
定
」
を
採
用

し
よ
う
。
而
し
て
と
の
前
提
の
下
に
、
y
h
は

L
F
H
F
(〕
3
M
I
l

町
、
)
+
同
+
』
同

(
H
叫
)

な
る
函
数
で
あ
っ
た
と
お
え
よ
う
J

此
鹿
に
b
は
質
上
額
の
増
加
に
臨
す
る
新
投
資
精
加
。
割
A
n
邸
中
っ
所
剥
「
限
界
投
費
性
向
」
で

あ
る
。
と
白
様
な
場
令
乗
数
理
論
白
基
本
方
程
式
は

町
民
同
日

(
Q
十
F
)
(
吋
h

同

l
聞
、
)
+
吋
+
h
L司

(一戸町)

慶
勤
誼
軒
目
乗
数
分
杭

第
六
十
八
巷

" 

第
一
・
一
了
三
腕

f、、



Jヒ
害
改
め目

立軍
ね程
l:f心
I:r.雰
ら品
な主
ν、"。
c 
D 

定
莱
方
程
式
白

般
鮮
は
第
六
十
八
巻

ノ1

事
一
土

7
三
腕

F、

h

L

「

「

h

L

『

」

吋時間
H
剛

、

+

l

l

+

一

I

l

l

-

(

Q

+
申
)

同
l
(
9
十
』
)
「
同
l
(
Q
+
伊
)
」

(]志
)
4

で
奥
え
ら
れ
る
。
若
し
宇
八
Q
+
F
八
H
と
い
ふ
傑
件
が
満
足
さ
れ
る
な
ら
出

可
( 

官
) 

11 

円|

+ 
""' 

ミI~
F 
) 

と
な
る
。
さ
て
、
限
界
投
資
性
向
を
か
く
白
如
〈
把
掻
す
る
事
が
承
認
さ
れ
る
危
ら
ば
司
次
凸
如
き
疑
問
が
生
じ
る
で
あ
ろ
う
。
即
ち
誘
引

さ
れ
る
投
資
は
車
に
(
M
J
H
-
M
J
に
感
じ
て
増
減
さ
れ
る
の
み
な
ら
や
、
F
l
M
が
真
に
そ
の
前
期
の
F
L
に
比
し
遁
増
的
で

あ
る
か
遁
減
的
で
あ
る
か
に
底
じ
て
、
主
り
多
く
又
は
よ
り
少
〈
計
聾
さ
れ
る
で
あ
ら
う
正
い
ム
事
で
あ
る
。
と
む
一
事

E
考
慮
に
入

れ
る
た
め
、
上
の
r引が

、
L
F
H
F
[
可
柏
戸
+
白
(
〕
F
J
凶

『

h
樋

)
l
吋
]
+
」
『
+
h
N
A
H
F
(
]
l
T
b
)
『

7
凶
l
F
h
吋
嶋
崎
I
F
吋
+
L
『
十
h
L
『

~ 

左
る
函
数
で
あ
っ
た
と
想
定
し
よ
ラ
c

上
述
白
事
よ
り
明
か
な
る
如
く
b
v
c
で
あ
る
。
他
白
保
件
に
し
て
前
と
同
様
な
ら
ば
、
基

本
方
程
式
は
}、何日
[
S
斗
恥
(
同
十
九
可
)
]
]
『
J
1
l
g
]
コ1
ω
+
(
H
l
a
i
t
-
一
同
十
h
h

と
な
る
。

v日
白
タ
イ
ム
シ
ェ
イ
プ
が
、
と
め
完
差
万
程
式
む
一
般
解
と
し
て
興
え
ら
れ
る
事
は
官
う
迄
も
た
い
。
こ
白
一
般
僻
は

(
凶
]
{
)

J

h

H

 

『
1
日
出
L
M
h
+
国防
r
R
+
」
町
一
+
ー
ー

同

(
Q
十

守

)

(
凶
同
)



で
あ
る
。
此
鹿
に
ん
ん
は

G
C
D
特
有
方
程
式

D 

tJl! 
'"e'" ~ 
国あ|
凶 ι ，
+一、+
，t:i B， 叉
B， -'-

';"'1 は 40
刈初己
c，...山』
+1'" ~ + 
。叫 ... 雪司

、4 件了

ー

(
凶
日
)

同
>-

+ 
h 
t② 

』

11 

』ー色

~，~ 

+1弓
F 
) 

h 
円

、ー~ーーー~

(
出
品
)

で
定
ま
呂
常
数
で
あ
る
。
、

さ
て
、
若

L
Aん
の
絶
劉
位
が
ー
よ
り
小
な
ら
ば
、
。
凶
)
白
最
初
白
二
項
は
6

0
増
大
と
共
ピ

O
に
牧
鉄
し
、
窮
極
に
於
い
て

h
L『

は
、
吋
(
E
)
H
吋
+
阿
川
ベ
町
制
剖
，
と
な
っ
て
、
ロ
バ

1
ト
ソ
ン
白
想
定
が
満
さ
れ
る
場
合
と
同
じ
懐
限
値
に
牧
欽
す
る
事
と
な
る
。

一
般
忙
二
弐
白
方
程
式
』
均
十
回
』
+
。

H
-
o
二
根
が
共
に

1
よ
b
小
な
る
絶
謝
値
を
有
す
る
た
め
白
必
要
且
充
分
な
る
保
件
は
、

一
』
+
。
一
〉
一
回
一
一
』
一
〉
一
台
一
で
あ
る
削
然
る
に
(
回
目
)
を
考
慮
す
れ
ば
、
第
一
白
保
件
は
一
回
十
忌
一
V
一
a
+
F
+
忠
一

と
な
る
。
若
し
C

八
Q
十
伊
八
H
が
満
足
さ
れ
る
な
ら
ば
、
F
V
P
匂

v-で
あ
る
か
ら
、
と
の
保
件
は
必
ナ
満
た
さ
れ
る
諜
で
あ
る
叫

同

第
二
白
保
件
は
、
H
V
一

g
一
勺
あ
る
か
ら
、
白
八
吋
左
る
限
り
満
足
さ
れ
る
。
今
号
〈
Q
I
T
T
八
回
が
満
足
さ
れ
る
も
白
と
す
れ
ば
、

通
常
。
ふ
で
あ
る
か
ら
、
主
で
あ
る
。
舎
で
第
二
の
安
定
保
件
。
み
が
満
足
さ
れ
な
い
場
合
支
配
型
車
は
相
官

弾
力
的
で
S
V
S
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
が
解
る
。
タ
論
F
M川
F
I
l
a
印
ち
限
界
投
資
性
向
が
限
界
節
約
位
向
よ
り
小
で
な
け
れ

ば
必
ら
宇
不
安
定
で
あ
る
。

晴
朗
想
が
こ
の
様
な
形
を
取
る
場
合
町
内
そ
の
他
は
如
何
に
箆
動
す
る
で
あ
ろ
う
か
。

2
0・0
よ
り

費
動
過
程
白
乗
数
分
折

事
六
十
八
巻

J、
一

第
了
一
一
・
=
一
輯

i¥ 
2 



欝
動
調
程
の
来
数
分
折

揮
六
十
八
巻

Yに

四

博
了
二
・
三
日
脚

i¥ 
囚

z

l

h

w

』
ι日

同

u
l
-
-
吋

H

I

-

-

吋
蜘
国
ー

+
1
1
1
(一て
h
H
l剛
、

T凶
)

明

可

;

『

可

耳

、

と
な
る
。
若
し
れ
に
関
す
る
安
定
保
件
が
満
足
さ
れ
る
な
ら
ば
、
第
二
項
は

t
D
増
大
と
共
に

O
に
牧
飲
す
る
。
従
っ
て
凡
に
つ
い

て
も
れ
と
金
〈
同
様
の
説
明
宇
興
え
る
事
が
川
市
邦
る
。

R
A円
に
つ
い
て
も
同
様
の
結
果

P
得
る
事
は
明
瞭
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
叙
述
よ
り
容
易
に
推
察
せ
ら
わ
る
如
く
、
乗
数
分
析
は
乙
の
構
浩
史
如
何
に
把
握
す
る
か
に
舷
じ
て
、
或
い
は
加
速
度
原

則
と
の
綜
合
の
問
題
に
漣
な
白
、
或
い
は
景
気
楼
動
理
論
の
中
心
問
題
と
関
聯
す
る
む
で
あ
る
。
而
し
て
と
の

L
D構
造
を
決
定
す

主
と
し
て

k
越
の
如
き
預
想
の
性
質
で
あ
る
と
言
い
符
注
い
で
あ
ろ
う
か
c
ー

る
も
の
は
、

(1) 

ヲ
シ
グ
専
は
お
+
b
E
限
界
支
出
陀
向
と
呼
ん
で
い
る
。
し
か

L
こ
の
者
料
問
誤
解
を
生
じ
易
い
。
け
だ

L
b
は
上
越

ω
如
き
意
味
で
、
~
ん

に
躍
ず
る
ん
の
増
減
を
一
市
す
係
較
で
あ
り
、
決
守
し
て
所
得
よ
り
心
或
る
も
一
久
出
現
H
U
割
合
を
一
市
す
も
り
ピ
は
な
い
か
b
で
あ
る
。
隠
っ
て
ラ
ン

ゲ
が
】
!
(
民
自
十
と
を
限
界
保
府
特
向
と
僻
す
る
日
比
課
り
で
あ
る
Q

示
。
-
z
u
m
o
M
叶

宮

叶

V
2
4
邑
冨
己
z
m
L
E
M
h
n
Sさ
ミ
足
立
へ
ぬ
い
「
国
々

。戸丹、

]
C
4
F
U

タ
ラ
イ
シ
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
ソ
Y
K
上
れ
ば
こ
の
帳
件
は
充
分
満
且
さ
れ
下
い
る
」
G

い
う
。
同
一
回
目
関
E
D
W
同
』
一
駒
内
ト
ゼ
、
己
主
芯
凶
白
一
見
記
号
、
J
-
v

R
・

】

市

〉

-
r
E
d
c
o
]
E
J
E
m
O
L
]
v
o
=
4
2
f
c
h
同
-w

〉
口
問
忌
品
目

一
般
日
h
n
衣
多
項
式
の
根
市
山
組
前
値
引
r
ー
よ
り
小
な
る
た
め
の
必
要
目
つ
充
分
な
る
僚
件
は
シ
ェ
ア
の
傑
件
と

L
て
知
ち
れ
て
い
る
。
高
木
貞

拍
「
改
訂
代
数
皐
講
義
」
四
O
一
l
ニ
頁
、
藤
原
松
三
郎
「
代
数
畢
」
事
一
春
、
六
O
三
五
頁
。
な
担
安
井
琢
醒
「
植
樹
的
均
衡
の
動
皐
的

主
定
保
件
」
(
栴
済
思
潮
、
一
九
四
八
年
九
月
所
牧
)
参
照
。

周
知
の
ど
'
ど
く
ん
ん
が
被
素
敢
な
ち
ば
、

V
H
は
控
動
l
一
『
て
極
限
値
忙
近
ず
輩
、
質
訟
な

ι目
指
数
回
数
的
に
漸
近
す
る
。
今
判
別
式
が

す
+
主
主
)
同
1
t
T
(
i
b
+
品
十
日
せ
¥
む
)
(
卒
、
+
孟
凶
で
¥
副
)
で
あ
る
か
ら
Q

十
字
詰
八
回
で
¥
む
な
ら
ば
複
者
数
と
な
る
。

必
ず
し
も
S
一
定
ー
と
考
え
る
応
要
は
な
い
。
上
越

ω
説
明
悶
S
の
棚
田
ル
い
が
九
の
艶
動
に
奥
え
る
教
呆
を
明
白
に
哩
解
せ
し
め
る
で
あ
ろ
う
。

サ
ミ
ェ
エ
ル
ツ
シ
は
資
本
ス
ト
ッ
グ
が
消
費
に
指
し
一
定
的
剖
骨
を
維
持
L
、
そ
れ
に

Z
っ
て
加
速
度
問
問
を
招
取
す
る
も
む
と
仮
定
し
、

(2) (3) (4) (6) (5) 



U
Hえ
♂
♂
よ
)
+
同
と
し
て
、
誘
引
投
資
の
短
期
鞘
型
四
一
例
を
示
し
た
。
若
し
わ
L
(
3
1
3
1
b
+
同
と
す
れ
ば
円
ロ
ッ
ド
、
ヒ

ッ
グ
ス
甲
最
近
申
立
場
に
な
る
。

セ

4
Y
プ

V
過
程
の
一
飛
数
分
析

吾
々
は
今
迄
労
働
及
び
資
木
が
共
た
不
完
全
就
業
白
状
態
に
あ
る
場
合
白
乗
数
理
論
に
つ
い
て
考
え
て
来
た
。
然
し
な
が
ら
経
時
間

シ
ス
テ
ム
の
あ
ら
ゆ
る
欣
侃
k
於
い
て
常
に
と
白
保
件
が
満
足
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。
園
民
所
得
が
増
大
し
始
め
る
時
既
に
労
働

又
は
資
本
、
或
い
は
そ
D
双
方
が
完
全
就
業
扶
態
に
あ
る
事
も
あ
ろ
う
し
、
叉
増
大
し
て
行
〈
怠
中
で
そ
の
様
た
欣
態
に
逢
著
す
る

事
も
あ
ろ
う
。
と
白
様
な
場
合
忙
於
け
る
闘
民
所
得
・
闘
民
産
出
物
・
胃
服
飾
等
凸
費
動
に
つ
い
て
弐
に
考
察
し
よ
う
。

司
h

リ
司
と
い
ふ
但
定
を
再
検
討
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
己
凸
事
は
労
働
白
供
給
函
数
白
一
時

と
白
た
め
虻
は
、
先
A
Y
今
起
の

細
な
る
吟
味
を
要
求
す
る
。
と
れ
迄
白
考
察
は
、
努
働
白
供
給
は
努
働
及
び
資
本
が
不
完
杢
就
業
白
状
態
に
あ
る
場
合
に
は
、
勢
力

関
係
に
上
っ
て
定
ま
る
一
定
D
貨
幣
賃
銀
率
一
V
に
於
い
て
完
全
に
弾
力
的
で
あ
る
と
す
る
、
ヶ
ィ
V
ズ
仮
む
立
場
に
立
っ
て
い
わ
。

然
L
・
な
が
ら
努
働
乃
至
費
木
が
不
足
し
始
め
る
な
ら
ば
、
今
迄
白
考
察
は

E
れ
丈
修
正
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

と
の
様
な
場
合
を
分
析
す
る
た
め
に
は
、
/
先
宇
労
働
白
供
給
量
に
つ
い
て
次
白
二
つ
白
賄
を
区
別
す
る
事
が
有
用
で
あ
る
。
第
一

は
非
自
盤
的
失
業
が
無
く
な
る
賄
で
あ
る
。

A
寸
協
に
と
白
薪
を
P
]
]
O
E
-
L
£
E
o
p
H
D
鮪
と
呼
び
、

P
で
一
不
す
事
に
す
る
。
第
二
は

貨
幣
賃
銀
率
乃
至
資
質
賃
銀
が
如
何
に
上
昇
す
る
と
し
て
も
労
働
む
供
給
量
が
絶
釘
に
増
加
せ
歩
、
寧
ろ
反
円
J

て
減
少
す
る
と
す
ら

-

均

考
え
ら
れ
る
貼
で
あ
る
。
今
仮
に
と
白
鮪
を
百
円
『
百
円
。
自
立
♀
E
O
己
白
鮪
と
呼
び

N
で
示
す
。

ロピ
α同
M
H 先
宇
読
明
白
便
宜
の
た
め
に
、
資
本
設
備
に
は
充
分
徐
裕
が
存
在
す
る
も
の
と
想
定
し
よ
う
。
と
の
時
雇
傭
量
が

E]
。EHM]
ミ

。
鮪
同
r
を
超
過
す
る
な
ら
ば
、
労
働
D
供
給
函
数
は
資
質
賃
銀
D
み
白
函
教
と
な
h
y
、
従
ヲ
て
貨
幣
賃
銀
傘
は
伸
縮
的
と
な

慶
動
温
裡
の
乗
数
分
折

第
六
十
八
巻

戸、

五

第
一
二
了
=
一
腕

八
五



韓
間
勤
遁
桂
白
乗
数
分
折

る
も
白
と
考
え
よ
弐
ヤ
こ
白
段
階
に
於
い
て
は
各
期
間
白
労
働
供
給
量
が
mA
を
超
過
す
る
量
は
、
資
質
賃
銀
が
間
』
に
於
げ
る
資
質
賃

銀
(
(
ー
で
で
一
ぎ
を
超
え
る
償
額
の
函
数
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
簡
単
白
た
め
今
己
の
函
数
が
線
型
で
あ
る
と

想
定
し
、
そ
白
係
設
を

1
7
で
示
す
な
ら
ば

事
六
十
八
巻

ハ、
六

摺
一
工
了
三
揖

八
六

同!?士山明
l
(
l

明
)
。
]

と
な
る
。
と
の
逆
商
数
社
取
れ
ば

ヘ、明司
J
e

司
、
リ
コ
ー
判

)+~UN--H『6)

と
な
る
。
吾
々
は
更
に
こ
の
函
数
が
第
t
期
に
於
け

Z
貨
幣
賃
銀
率
を
、
(
肺
同
)
期
化
於
け
る
一
一
居
怖
量
及
び
償
格
に
劉
臆
し
て
、
決

定
す
る
も
む
と
組
定
し
よ
う
。
従
り
て
E
ロ
々
は
弐
む
如
〈
書
〈
事
が
出
来
る
。

、
司
/

C

司明日』
J
J
H
M
M
l
)

丈』
J
l田

(LF11L唱
。
)

と
白
様
な
場
合
、
会
業
者
は
か
く
し
て
完
ま
る
W
忙
謄
じ
(
忌
・
凶
)
忙
従
っ
て
市
内
そ
決
定
す
昂
課
で
あ
る
。
更
に
雇
傭
童
が
増
大
を

績
け
官
民
百
円
。
臣
官
一
。
い
て
H
M
M
O
E
D
貼
同
町
に
至
る
な
ら
ば
、
吾
々
は
そ
れ
以
後
白
W
は
、
只
そ
れ
以
後
D
貰
質
賃
銀
が
m
I

に
於
け
る
賞

質

賃

銀

文

明

ご

と

同

一

比

率

を

保

つ

如

〈

、

?

に

翼

じ

て

決

定

さ

れ

る

と

想

定

し

も

と

の

闘

係

は

割、
1
(
J

吋
)
ィ
:

で
一
不
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
に
て
雇
傭
量
が
m
y
を
過
ぎ
て
か
ら
の

W
D
決
定
様
式
を
定
め
る
事
が
山
川
来
た
。
然
し
な
が
ら
吾
々
は
向
貨
幣
賃
銀
率
が
愛
動



じ
始
め
る
今
一
つ
白
場
合
を
考
威
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
資
質
賃
銀
が
労
働
者
。
耐
忍
し
得
る
最
低
賃
質
賃
銀
「
(
叩
]

迄
低
下
し
た
場
令
で
あ
る
。
何
等
か
白
事
情
忙
よ
り
資
質
賃
銀
が
こ

D
値
に
迄
低
下
す
る
な
ら
ば
、
例
え
一
居
傭
且
旦
は
P
以
下
で
あ
っ

て
も
、
労
働
者
は
玖
の
改
善
計
要
求
し
始
め
る
で
点
ろ
う
。
こ
の
場
合
P
に
至
る
迄
は
、

2塁
線

を

(

叩

)

と

同

一

基

に
保
。
様
、
:
に
草
し
て
決
定
さ
れ
る
も
の
と
品
定
し
よ
う
。
従
つ
亡
と
の
段
階
で
は

-T(l叩
l
)
?
で
あ
る
P

以
上
主
要
約
す
れ
ば
、
吾
々
は
各
段
階
に
於
け
る
W
D
鑓
動
方
程
式
と
し
て
弐
白
各
式
を
得
る
。

H
『悦

4
4ハ同
e

に
し
て
、
司
可
h
¥
N
J
I
M
V
(
司
¥
h
v
)

な
ら
ば
相
対
h
H
型、

(凶日・
H
)

同
:
〈
弓
忙
し
て
、
『
日
(
明
)
?
な
ら
ば
司
、

1
小

官

、

:

(
回
叩
・
凶
)

見
V
H
L
Wち
な
ら
ば
?
(
l
明
)
。

N
u
n
-
M
+』
J
L
(
L『
同

同

l
H〈
E

)

(同町・日)

民

T
L
Eば
?

(

l

台

、

?

(凶日・
h
F
)

2本
設
備
目
撃
が
充
分
に
存
在
す
る
と
い
う
前
提
を
撤
去
し

i。
と
白
時

(
Z
E
E
-
1点
「

の

同
町
:
は
最
初

L
F
凶
と
一
定
比
率
た
保
つ
事
が
出
来
な
く
な
る
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
た
い
。
従
っ
て

a
に
そ
の
関
係
す
る
期
間

を
一
不
す
添
教
を
附
す
る
な
ら
ば
、
茨
木
設
備
が
労
働
に
比
し
不
足
し
始
め
る
期
間
以
後

F
土
〉

F
Z〉
ー
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
今

(
z
-
E品
何
回
MQHE)
と
呼
ぼ
う
。

仮
忙
か
〈
の
如
く

a
が
低
下
し
始
め
呂
駄
を
者
木
白
寸
全
部
使
用
白
貼
」

若
し
更
に
ぷ
白
増
加
が
績
〈
-
な
ら
ば
、
山
町
本
は
相
劉
的
忙
谷
々
不
足
し
、

α
の
減
少
は
益
々
念
激
と
な
る
。
而
し
て
迭
に
は
正
常

k
z
N
白
増
加
を
以
っ
て
し
て
は
最
早
伐
を
。
:
以
上
に
噌
加
し
得
ざ
る
耕
に
至
る
で
あ
ろ
う
。
と
白
駄
を
今
仮
に
資
本
白
「
完

費
動
過
程
自
乗
数
分
折

第
六
十
凡
巻

八
七

事
一
二
一
・
ゴ
一
雄

八
七



全
使
用
白
勲
」
提
動
過
程
の
乗
数
分
折

静
六
十
入
容

ノ一、
J、
事
一
ニ
一
・
君
臨

l¥. 
J、

(

官

『

『

a
E品
何
回
目
百
円
)
と
呼
ぶ
事
に
す
る
。
ハ
円
。
増
加
を
粛
さ
な
い
以
上
、

と
の
結
以
後
N
D
増
加
は
停
止
せ
ら
れ

る
で
あ
ろ
う
。

以
上
白
事
が
承
認
せ
ら
れ
る
在
ら
ぽ
、
吾
々
は
イ
ン
フ
レ

l
シ
言
ン
進
行
白
各
段
階
を
明
確
に
理
解
す
る
事
が
出
来
る
。
イ
ン
フ

レ
過
程
泊
乗
数
分
析
む
た
め
に
は
、
組
刀
銀
所
得
と
非
労
銀
所
得
。
各
々
に
つ
い
て
消
費
怜
向
を
区
別
す
る
事
が
有
用
で
あ
る
。
簡
草

の
た
め
以
下
白
考
祭
で
は
常
に
ロ
ハ

1
ト
ソ
ン
の
想
定
が
満
足
さ
れ
る
も
の
と
前
提
ず
る
。
然
る
時
、
労
銀
所
得
者
。
限
界
消
費
性

向
を
J
V

非
労
銀
所
得
者
D
限
界
消
費
性
向
を
が
と
す
れ
ば
、

(QLJパ
V
Q
M
J
、
基
本
方
程
式
は
、
他
白
傑
件
に
し
て
描
型
化
な
き
限
り
、

『
h
H
[
S
M吋
+
E
Z
L
P
4
1
9同
)
+
2
3
J
困

l
l
M
J
+
て
+
h
N

(
回
申
)

と
&
る
。
と
れ
よ
b
弐
白
解
を
得
る
。

「

h

H

J

J

h

同

一l
i
l
l
l
i
-
-
1
i
l
l
-
{も
+
も
(
2
1
8
3
+
と
よ
}
+
ー
ー

「

同

l
{《刷
、
内

+
E
(
Q
F
i
a
N
)
}」

]
{
{
Q同
+
E
(
Q
N喝
l
s同
)
+
F
}

門
出
吋
)

泊
費
函
致
、

hw 

投
資
函
数
に
同
型
化
な
き
限
り
、
(
日
叶
)
は
と
れ
迄
白
考
授
と
全
く
同
様
イ
ン
一
ノ
レ
過
程
に
も
モ
D
ま
ま
安
常
ず
る
事
が
注

意
さ
れ
ね
ば
在
ら
友
い
。

き
て
第
三
節
に
説
明
し
た
端
緒
的
債
格
騰
貴
を
除
く
な
ら
ば
、
イ
ン
フ
レ

1
シ
コ
ン
む
進
行
が
始
ま
る
の
陀
は
一
一
円
J
D
場
合
が
あ

/
 

る
。
第
一
は
者
本
が
先
A
Y
全
部
使
用
D
貼
忙
到
達
す
る
場
合
で
あ
り
、
第
二
は
労
働
が
先
宇
mj
に
淫
す
る
場
令
で
あ
る
。
先
占
y
前
者

よ
り
考
え
よ
う
。
簡
単
の
た
め
、
第
1
矧
に
於
い
て
銑
に
全
部
使
用
の
鮪
に
速
す
る
も
白
と
す
る
。
と
白
様
な
場
合
に
は
直
ち
に
者

本
不
足
が
始
ま
り
、

α
は
減
少
し
始
め

gvpvgv

;
F
H市川『
7H

と
な
る
で
あ
ろ
う
。
(
?
臼
)
及
び

2
0
・5
止
り

(
同
国
)



で
あ
る
か
ら
、
例
え
司
、

J
H
吾
、
と
し
℃
も
、

p
v
p
v
 
な
る
以
上
、
仏
は
最
早
]
コ
ょ
に
比
例
し
て
増
加
す
る
事
は
川
来

な
い
。
従
つ
で
D
れ
は
端
初
的
騰
貴
白
時
期
を
過
ぎ
る
も
山
川
騰
貴
し
続
け
る
で
あ
ろ
う
。
若
し
末
だ
「
完
全
使
用
白
鮪
」
に
到
達
せ
宇
、

E
R
v之
内

)

な

る

聞

に

円

高

大

が

停

止

す

る

左

ら

げ

、

苦

増

大

も

亦

停

止

し

、

従

っ

て

;

一

;

;

格
は
騰
貴
し
た
水
準
の
ま
ま
に
存
績
す
る
で
あ
ろ
う
。
然
し
な
が
ら
じ
精
大
白
途
中
陀
於
い
℃
、
若
し
完
全
使
用
D
鮪
に
到
達
す
る

な
ら
ば
、
町
内
白
増
加
引
い
て
伐
の
増
加
は
停
止
し
、
れ
の
増
加
は
単
に

R
の
騰
責
主
表
わ
す
に
す
ぎ
た
い
。
若
し

R
O騰
貴
が
甚
だ

し
く
、
貴
重
銀
が
(
叩
)
に
等
し
よ
る
紅
色
、
(
日

2
2代
っ
て
、
(
平
日
)
が
働
き
始
め
る
。
そ
れ
以
後

ι
?

に
比
例
し
て
臨
時
貴
し
始
め
る
で
あ
ろ
う
。
と
白
時
A

円
増
加
の
割
合
は
、
(
悶
∞
)
白
一
不
す
如
く
、
益
三
週
減
的
と
な
り
、

P
U
は
愈
々
騰
貴

す
る
。
か
く
し
て
W
と
p
h
D
悪
循
環
が
反
復
さ
れ
つ
ヨ
、
資
本
白
「
完
企
使
用
。
鮪
}
へ
と
接
近
す
る
認
で
あ
る
。
若
し
「
完
全
使

用
白
描
」
に
封
底
す
る
雇
傭
量
が
F
主
り
も
小
な
ら
ば
、

か
か
る
国
民
経
神
に
於
い
て
は
新
投
資
白
任
入
に
よ
っ
て

『
ロ
}
]
何
回
戸
匂
一
。
〕
て

目。

E

E
一
氏
現
す
る
事
は
全
く
不
可
能
で
あ
る
。
と
白
時
勾
す
べ
き
事
は
、

資
本
心
高
積
に
占
っ
て
「
完
全
使
用
の
貼
」
を
高
め
る

事
で
左
け
れ
ば
な
ら
み
な
い
。

次
に
勢
働
心
不
足
が
生
じ
る
場
合
に
円
J

い
い
て
説
明
し
よ
う
。
第
1
期
又
は
イ
ン
フ
レ
過
程
白
金
中
に
於
い
て
、
雇
傭
量
が
Y
に
到

達
し
た
と
せ
よ
。
モ
白
時
院
は
(
凶
日
・
臼
)
に
従
っ
て
騰
貴
す
る
で
あ
ろ
う
。
前
と
同
様
ハ
円
は
(
回
申
)
に
従
っ
て

}
J
l
M

に
射
し
比
例

以
下
に
し
か
増
加
せ
宇
、
従
ワ
て
倒
格
騰
貴
が
並
行
す
る
。
九
白
騰
貴
は
又
逆
に
(
凶
印
・
臼
)
に
従
う
て
を
高
め
る
で
あ
ろ

う
。
然
も
と
白
時
司
、
2
】
の
防
貴
は
資
本
不
足
D
場
合
よ
り
も
一
段
正
念
激
で
あ
る
。
例
え

α
一
定
と
し
て
も
D
U
と
ww
の
悪
循
環
は

司
、
Z
H

次
?
と
反
復
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

α
が
減
少
し
始
め
る
な
ら
ば
、

悪
循
環
は
続
々
激
し
く
、
ハ
叫
は
吏
に
低
い
水
準
に
留
ま
る
で
あ
ろ

艶
動
過
程
自
乗
数
分
折

第
六
十
八
巻

ノ1
丸

第
一
二
一
・
=
一
蹴

i¥. 
九
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ぅ
。
若
し
れ
が
「
完
全
使
泊
の
貼
」
に
達
す
る
以
前
に
、
し
て
、
且
同
T
困八
HM
切
な
る
聞
に
停
止
す
る
な
ら
ば
、
尻
島
も
仏
も
停
止
し
、

九
は
騰
貴
し
た
水
準
の
虫
垂
存
続
す
る
で
あ
ろ
う
。
主
に
v
h
が
増
加
し
、
ん
『
;
が
P
に
到
迷
す
れ
ば
、
そ
白
時
v
h，
D
増
大
は
単
に

R
D
騰
貴
を
伴
う
に
す
ぎ
な
い
。

以
上
の
説
明
に
於
い
て
恭
本
的
役
割
主
演
じ
た
問
。
の
鮪

(
r
z
E
P己
宮
EM)
が
ど
白
様
な
順
序
で
生
起
す
る
か
は
、
そ
の
闘

民
総
掛
の
人
問
者
源
物
的
抗
日
誠
永
び
技
術
白
秋
ー
視
に
よ
っ
て
定
ま
る
白
で
あ
る
。

き
て
、
上
記
凸
諸
方
日
開
式
Br一
説
明
に
よ
り
、
五
日
々
は
イ
ン
フ
レ
進
行
の
速
皮
に
つ
い
て
次
む
結
論
を
得
る
。
第
一
、
若
し
W
が

~
J
ょ
に
越
感
せ
十
し
て
匂

J
忙
迎
臨
す
る
な
ら
ば
、
印
ち
賃
銀
白
物
慣
に
封
ず
る
迎
肱
が
遅
れ
る
程
、
ィ
シ
フ
レ
白
進
行
速
度

は

遅

く

な

る

。

若

L
o
p
が
媛
化
し
た
と
す
れ
ば
、
イ
ン
フ
レ
の
進
行
は
そ
の
増
減
と
共
忙
緩
慢
と
念
り
迅
速
と
な
る
。
第

第

三
、
所
得
期
聞
が
短
ぐ
た
れ
ば
勿
論
イ
ン
フ
レ
の
並
行
速
度
は
迅
速
と
な
る
3

若
し
安
定
候
件
が
満
足
さ
れ
る
な
ら
ぽ
ー
よ
し
償
格
。
騰
貴
の
み
が
進
行
す
る
と
し
て
も
営
然
そ
れ
は
一
定
の
極
限
値
を
持
つ
輩
出

で
あ
る
。
然
じ
安
定
依
件
が
満
足
さ
れ
在
い
か
、
又
は
莫
大
な
る
新
投
資
が
行
わ
れ
た
と
す
れ
ば
、
果
し
て
債
格
騰
貴
は
限
り
友
く

進
行
し
得
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
で
は
な
い
、
何
と
な
れ
ば
債
格
騰
貴
白
み
が
進
行
す
る
場
合
に
は
、
新
投
資
h
h
D
強
定
せ
る
計

聾
が
貨
物
に
於
い
て
究
明
せ
ら
れ
宇
、
絞
っ
て
中
止
せ
ら
れ
る
部
分
が
生
じ
る
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
然
も
也
常
制
限
は
題
貨
白

高
か
ら
も
来
高
。
帥
ち
そ
白
様
な
場
令
に
は
、
基
本
前
提
四
日
が
満
足
さ
れ
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
か
く
し
1
h
H
は
減
少
せ
ざ
る
を

得
な
い
。
投
資
が
減
山
引
さ
れ
Z
な
ら
ば
、
勿
論
人
は
下
向
し
始
め
る
で
あ
ろ
う
。
叫
労
働
と
資
本
む
供
給
に
或
限
界
が
あ
り
、
題
貨
心

供
給
も
亦
有
限
な
る
以
上

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

L
L
「
が
特
殊
白
要
請
に
義
〈
も
め
に
非
ざ
む
限
り
、

イ
ン
フ
レ
池
程
は
早
晩
デ
フ
レ
過
程
へ
と
反
轄
し



デ
フ
レ
過
程
心
一
誕
数
と
し
て
、
(
同
叶
)
左
モ
白
ま
ま
用
い
る
事
は
詐
さ
れ
な
い
。
蓋
し
問
題
が
れ

D
減
少
過
程
に
関
す
る
以
上
、

(
凶

4
)
は
多
額
白
負
の
誘
引
投
資
が
あ
る
事
を
意
味
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
明
か
に
負
白
投
資
は
、
ス
ト
ッ
ク
白
減
少
と
い
う
極
め

て
限
ら
れ
た
範
囲
に
於
い
て

D
み
可
能
で
あ
る
。
故
に
デ
フ
レ
泊
程
の
時
刻
数
と
し
て
は
、
単
純
に

L
を
一
定
と
し
た
川
聞
を
採
閉
す
る

事
が
望
ま
し
い
の
で
あ
ジ
。
そ
の
他
白
髭
勤
勉
程
は
イ

Y

フ
レ
過
程
白
反
謝
と
し
て
説
明
し
得
る
で
あ
ろ
う
。

(3) (2) (1) 
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こ
れ
は
賃
望
号
車
種
動
に
封
ず
る
普
段
ー
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る

o
T
E
?柄
、

;

、
ー
、
H

U
l
J司
叶
ー
で
あ
る
か

b
、
も
L
開
力
性
が
』
な

b
ば

柏

市

U
H
W
W
A
(
同
!
と
+
〉
(
相
当
、
)
陣
、
偽
凶
と
な
る
。
と
白

L

八
H

と
す
る
自
が
ス
ミ
シ

ー
ズ
山
立
場
で
ち
る

p
m
E
E出
F

↓r
p
F
2
5己
主
員
。
E
U司
冨
己
5
2
H
F
E自
n
cロ
島

Z
H国自己
E
Z
弓

F
吉
弘
告
。
坦
♂
屯
・
」
・

h.、

Z
2・E
色
w

句

協

同

タ
ラ
イ
ン
仕
こ
日
賄
に
劃
寸
る
闘
民
所
得

ω
由
時
を

g
E
?記
長
】

2
0由
と
よ
ん
で
い
る
。
「

F
E
E♂
叶
骨

h
q
E
E潟
、
が
お
も
ベ
ミ
、
2
・

M
M
M印。・

グ
ッ
ド
ク
イ
シ
、
ス
ミ
シ

1
ズ
の
イ

γ
フ
レ
過
程
的
分
析
は
イ
ン
フ
レ
歌
態
。
下
に
布
け
る
商
取
の
開
質
の
密
化
を
考
慮
に
入
れ
た
の
で
あ

る
。
こ
ζ

で
悶
筒
盟
む
た
め
こ
の
併
を
無
担
す
る
。

。
仕
市
げ
の
増
減
と
共
に
上
下
す
る
傾
向
が
あ
る
か
ら
、
第
二
心
結
論
ロ
イ
ン
フ
〆
レ
抑
制
的
に
働
f
。
本
稿
都
三
節
註
山
刊
を
見
工
。

高
田
博
士
の
サ
ミ
L

エ
ル

yν
批
判
と
同
慌
の
趣
旨
は
ヒ

ν
ク
ス
に
よ
っ
て
遮
べ
ら
れ
て
い
る
。
高
田
博
馬
「
新
制
子
論
研
究
」
一
七
ニ
五

mwv

町、ち

柄
引
、
同

(5) (6) (8) (7) 
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第
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・
ニ
・
三
貌

九

結

以
上
に
よ
り
乗
数
分
析
白
恭
礎
的
諸
問
題
に
闘
す
る
再
々
白
考
察
を
完
了
し
た
。
と
の
様
な
理
論
を
一
つ
の
基
礎
と
し
て
、
尚
今

後
に
展
開
せ
ら
れ
る
べ
き
理
論
白
護
展
方
向
に
は
弐
白
三
者
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
第
一
は
、
乗
数
理
論
。
筒
車
有
用
と
い
う
特

色
を
最
高
度
に
活
用
し
つ
つ
、
財
政
、
外
閥
貿
易
等
陀
伴
う
特
殊
白
保
件
を
考
慮
に
入
れ
た
乗
数
D
シ
ス
テ
ム
を
整
備
す
る
事
で
島

る
。
マ
ハ
ル

l
プ
の
新
著
「
外
圏
貿
易
と
凶
民
所
得
乗
数
一
及
び
乗
数
理
論
を
め
ぐ
る
最
近
の
論
争
は
主
と
し
て
と
の
方
向
に
関
す

る
も
白
と
理
解
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
第
二
は
、
乙
が
所
得
者
増
加
せ
し
め
る
側
聞
白
み
な
ら
歩
、
今
迄
む
乗
数
分
析
で
は
無
硯
さ

れ
て
来
た

L
白
長
期
的
側
面
印
ち

L
が
資
本
設
備
白
増
大
と
し
て
若
干
期
間
白
一
後
に

α
白
増
大
を
粛
す
側
面

E
分
析
し
、
景
気
鑓
勤

理
論
白
中
心
へ
と
考
察
を
進
め
る
も
白
で
あ
る
。
と
れ
等
白
問
題
は
ド
1
7
1
、
シ
ェ

l
リ
ン
グ
、
ハ
ロ
ッ
ド
、
ヒ
ツ
ク
ス
、
そ
の

他
の
品
者
に
よ
っ
て
最
近
漸
ぐ
活
時
慨
に
論
議
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
第
一
二
は
、

k
辿
白
二
五
向
在
超
え
て
、
期
間
分
析
の
立
場
よ

D
一

ワ
の
動
向
中
理
論
を
建
設
す
る
事
で
あ
る
。
と
り
様
な
試
み
は
部
分
的
に
は
、
サ
ミ
エ
ル
ソ
ン
吋
モ
デ
ィ
リ
ア
ニ

l
、
ク
ラ
イ
シ
、
ス

ミ
シ
1
1
等
に
よ
っ
て
も
行
ι削
れ
て
い
る
。
然
し
詮
務
市
場
及
び
貨
幣
市
場
D

一
時
的
均
衡
を
、
そ
の
動
準
的
モ
デ
ル
そ
の
も
O
と

涛
A
n
せ
し
め
る
鮪
に
於
い
て
何
れ
も
困
難
に
陥
る
で
あ
ろ
う
。
と
白
方
向
に
う
い
て
偽
有
力
な
る
基
盤
を
提
供
す
る
も
の
は
北
欧
皐

派
白
業
績
で
あ
る
。
私
は
向
此
等
D
問
題
を
今
後
白
課
題
と
し
て
研
醐
闘
を
続
け
な
け
れ
ば
左
ら
な
い
。

向
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E
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軍
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1
4
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問
題
白
縦
割
に
つ
い
て
は
、
青
山
雰
夫
「
貨
幣
数
量
詑
P
動
率
化
と
し
て
の
期
間
分
析
」
(
紹
済
論
議
、
一
九
三
九
年
人
月
三
背
山
芳
夫
「
期

間
分
析
と
均
衡
概
念
」
(
経
済
論
議
、
一
丸
四
C
年
四
月
)
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